【作成例】

	（注意）

　この作成例は、パターンの一つであり、記載の方法や表現、また、実施事業に係る記述については、基準を満たす限り任意の様式によってもかまいません。


中野福祉サービス事業所運営規程

（目的）

第１条　中野福祉サービス事業所（以下、「事業所」という。）の人員及び管理運営に関する事項を定め、事業を適正に運営することのより、支援の必要な障害者の福祉の向上に資するため。

（運営方針）

第２条　事業所の職員は、障害者の心身の状況や、その置かれている環境等に応じて、その有する能力に応じた日常生活を営むことができるよう、日常生活や地域生活全般にわたる援助を行う。

２　事業の実施にあたっては、関係各自治体と地域の保健・医療サービスとの綿密な連携を行い、総合的なサービスの提供に努めるものとする。

（事業所の名称等）

第3条　事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。

一　名　称　　中野福祉サービス事業所

二　所在地　　中野区中野○－○－○－○○○

（職員の職種、員数及び職務内容）

第４条　事業所に勤務する職員の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。

一　管理者　　　１名

　　　管理者は、事業所の従業員の管理及び業務の管理を一元的に行う。

二　サービス提供責任者　　　１名

サービス提供責任者は、事業所に対する福祉サービスの利用の申し込みに係る調整や介護職員に対する技術指導並びに事業計画の作成を行う。

三　介護職員等

　　　介護職員は、事業の実施する○○サービス、○○事業、移動支援サービス等の提供にあたる。

介護福祉士　　　○名（常勤　○名、うちサービス提供責任者　○名）

　　　　　　　　　　　　　（非常勤　○名）

　　　介護ヘルパー２級課程修了者　　○名（常勤　○名、非常勤　○名）

四　事務職員

　　　事務職員は、事業所に運営に必要な事務を行う。

　　　事務職員　　　　○名（非常勤　○名）

（営業日及び営業時間）

第５条　事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。

一　営業日　月曜日から土曜日

　　　　　　　ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く。

二　営業時間　　午前９時より午後６時までとする。

　三　電話等により、２４時間常時連絡が可能な態勢とする。

　四　サービスの提供は、２４時間３６５日行う。

（サービスの提供方法及び内容並びに利用料等）

第６条　サービスの提供内容及び方法は次のとおりとし、提供したサービスの利用料の額は別途定めるものとする。

一　身体介護　　入浴及び排泄並びに食事等の介護

　二　家事援助　　調理及び選択並びに掃除等の家事の援助

　三　同行援護　　屋外での活動に著しい制限のある障害者（視覚障害者含む）等に対する社会生活上不可欠な外出の際の同行の援護

四　日常生活支援　　日常生活に常時支援を要する全身性障害者に対する身体介護及び家事援助並びに見守り等の支援

　五　移動支援　　日常生活上必要な外出に係る移動の支援

２　第８条の通常の事業の実施地域を超えて行うサービス等に要した交通費は、その実額を利用者より徴収する
。

３　前項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨の文書に署名及び捺印を受けることとする。

（緊急時における対応方法）

第７条　介護職員等がサービス提供中に、利用者の心身や病状に急変その他の緊急事態が生じたときには、速やかに主治医や家族に連絡をすると共に、管理者に報告をしなければならない。

（通常の事業の実施地域）

第８条　通常の実施地域は、中野区、練馬区、杉並区の区域とする。

（その他運営についての留意事項）

第９条　事業所は、介護職員等の質的向上を図るため、研修の機会
を次のとおり設けるものとし、また、業務体制を整備する。

　一　採用時研修　　採用後○か月以内

　二　継続研修　　　年○回

２　従業者は、業務上知り得た利用者及びその家族の個人情報の保護を厳守する。

３　従業者であった者が従業者でなくなった後においても、業務上知り得た利用者及びその家族の個人情報の保護を厳守する旨を、従業者との雇用契約の条件とする。

４　この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は、事業所の管理者等との協議に基づいて定めるものとする。

　附則

　　この規程は、令和○○年○月○日から施行する。

申請書と一致すること


申請書、経歴書、勤務体制一覧と一致すること。


申請書と一致すること


移動支援を実施することの記載があること！


実費のみＯＫ、公共交通機関を使用することとし、事業所の自転車、自動車等は認めない。


申請書と一致する


研修の記載は必須
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